
№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ｷｬﾝﾃﾞｨ調合 ｷｬﾝﾃﾞｨ調合 ◆
ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰ ◆
ｷｬﾝﾃﾞｨｺﾝｸ
ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ ◆

ｷｬﾝﾃﾞｨ塗装 ｷｬﾝﾃﾞｨ塗装 ◆
塗装回数は目的の色相になるまで
数回に分けて塗装 ◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分

ｸﾘﾔｰ調合 ｸﾘﾔｰ調合 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 ｸﾘﾔｰ塗装 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

乾燥 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

2

パンサーカスタム　キャンディカラー

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る

4

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

5

塗料使用前は十分に攪拌すること

12

TECHNICAL INFORMATION

初版：2024/12/16

工程

標準塗装仕様

改訂：　　　　　　　

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

1

ポイント作業内容

3

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰはｱｸﾛﾍﾞｰｽまたは

7

9

塗料使用前は十分に攪拌すること
ｸﾘﾔｰは当社自動車補修用

すること

こと

8

5
80～100％

ﾊｲｱｰﾄNextを使用すること

10

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

11

2液溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄｸﾘﾔｰを使用

ﾌｨﾙﾀｰ濾過してから使用すること

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
一度に厚塗りしない



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾌﾚｰｸ ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾌﾚｰｸ調合 ◆
調合 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰ ◆

ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾌﾚｰｸ
ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ ◆

ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾌﾚｰｸ ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾌﾚｰｸ塗装 ◆
塗装 塗装回数は目的の色相になるまで

◆
数回に分けて塗装 ◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分

ｸﾘﾔｰ調合 ｸﾘﾔｰ調合 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 ｸﾘﾔｰ塗装 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる

◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

乾燥 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
ｸﾘﾔｰ乾燥後、中研ぎを行い、

11

仕上りが向上
再度ｸﾘﾔｰを塗装することで

10

12

8

9

塗料使用前は十分に攪拌すること
ｸﾘﾔｰは当社自動車補修用
2液溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄｸﾘﾔｰを使用
すること

7

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
一度に厚塗りしない
必要に応じてさらにｷｬﾝﾃﾞｨｶﾗｰ
を塗装

5

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰはｱｸﾛﾍﾞｰｽまたは
10 ﾊｲｱｰﾄNextを使用すること

80～100％ ﾌﾚｰｸは沈殿しやすいため注意
すること

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

3

塗料使用前は十分に攪拌すること

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様

パンサーカスタム　ジュピターフレークカラー



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ﾏｰｷｭﾘｰﾌﾚｰｸ ﾏｰｷｭﾘｰﾌﾚｰｸ調合 ◆
調合 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰ ◆

ﾏｰｷｭﾘｰﾌﾚｰｸ
ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ ◆

ﾏｰｷｭﾘｰﾌﾚｰｸ ﾏｰｷｭﾘｰﾌﾚｰｸ塗装 ◆
塗装 塗装回数は目的の色相になるまで

◆
数回に分けて塗装 ◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分

ｸﾘﾔｰ調合 ｸﾘﾔｰ調合 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 ｸﾘﾔｰ塗装 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる

◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

乾燥 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

11

12

10

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
ｸﾘﾔｰ乾燥後、中研ぎを行い、
再度ｸﾘﾔｰを塗装することで
仕上りが向上

9

塗料使用前は十分に攪拌すること
ｸﾘﾔｰは当社自動車補修用
2液溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄｸﾘﾔｰを使用
すること

を塗装

8

7

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
一度に厚塗りしない
必要に応じてさらにｷｬﾝﾃﾞｨｶﾗｰ

5

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰはｱｸﾛﾍﾞｰｽまたは
10 ﾊｲｱｰﾄNextを使用すること

80～100％ ﾌﾚｰｸは沈殿しやすいため注意
すること

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

3

塗料使用前は十分に攪拌すること

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様

パンサーカスタム　マーキュリーフレークカラー



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ｷﾞｬﾗｸｼｰﾌﾚｰｸ ｷﾞｬﾗｸｼｰﾌﾚｰｸ調合 ◆
調合 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰ ◆

ｷﾞｬﾗｸｼｰﾌﾚｰｸ
ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ ◆

ｷﾞｬﾗｸｼｰﾌﾚｰｸ ｷﾞｬﾗｸｼｰﾌﾚｰｸ塗装 ◆
塗装 塗装回数は目的の色相になるまで

◆
数回に分けて塗装 ◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分

ｸﾘﾔｰ調合 ｸﾘﾔｰ調合 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 ｸﾘﾔｰ塗装 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる

◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

乾燥 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

11

12

10

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
ｸﾘﾔｰ乾燥後、中研ぎを行い、
再度ｸﾘﾔｰを塗装することで
仕上りが向上

9

塗料使用前は十分に攪拌すること
ｸﾘﾔｰは当社自動車補修用
2液溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄｸﾘﾔｰを使用
すること

を塗装

8

7

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
一度に厚塗りしない
必要に応じてさらにｷｬﾝﾃﾞｨｶﾗｰ

5

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰはｱｸﾛﾍﾞｰｽまたは
10 ﾊｲｱｰﾄNextを使用すること

70～100％ ﾌﾚｰｸは沈殿しやすいため注意
すること

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

3

塗料使用前は十分に攪拌すること

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様

パンサーカスタム　ギャラクシーフレークカラー



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる ◆
色はﾎﾜｲﾄを塗装する

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ﾏｰｽﾞｶﾗｰ調合 ﾏｰｽﾞｶﾗｰ調合 ◆
ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰ ◆
ﾏｰｽﾞﾊﾟｳﾀﾞｰ
ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ ◆

◆

ﾏｰｽﾞｶﾗｰ塗装 ﾏｰｽﾞｶﾗｰ塗装 ◆
塗装回数は目的の色相になるまで
数回に分けて塗装 ◆

◆
ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分 ◆

すると変色する

7

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
一度に厚塗りしない
ﾑﾗを作らないようにすること

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰはｱｸﾛﾍﾞｰｽまたは

内部用塗料のため、屋外に使用

40 ﾊｲｱｰﾄNextを使用すること
70～100％ ﾌｨﾙﾀｰ濾過してから使用すること

8

ｸﾘﾔｰを塗装すると蛍光感が低下
するため塗装しないこと

5

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

3

塗料使用前は十分に攪拌すること
下塗りにﾎﾜｲﾄを塗装することで
蛍光感が向上

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

パンサーカスタム　マーズカラー
初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる ◆
色はﾎﾜｲﾄを塗装する

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ﾙﾅｶﾗｰ調合 ﾙﾅｶﾗｰ調合 ◆
ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰ ◆
ﾙﾅﾊﾟｳﾀﾞｰ
ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ ◆

◆

ﾙﾅｶﾗｰ塗装 ﾙﾅｶﾗｰ塗装 ◆

蓄光効果を発揮するためやや厚めに塗装 ◆
◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分

ｸﾘﾔｰ調合 ｸﾘﾔｰ調合 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 ｸﾘﾔｰ塗装 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

乾燥 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

11

10

12

8

9

塗料使用前は十分に攪拌すること
ｸﾘﾔｰは当社自動車補修用
2液溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄｸﾘﾔｰを使用
すること

7

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
一度に厚塗りしない
ﾑﾗを作らないようにすること

塗装回数
3～4回

5

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100 ﾐｷｼﾝｸﾞｸﾘﾔｰはｱｸﾛﾍﾞｰｽまたは
20 ﾊｲｱｰﾄNextを使用すること

70～100％ ﾌｨﾙﾀｰ濾過してから使用すること

すること
ﾊﾟｳﾀﾞｰは沈殿しやすいため注意

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

3

塗料使用前は十分に攪拌すること
下塗りにﾎﾜｲﾄを塗装することで
蓄光効果が向上

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

パンサーカスタム　ルナカラー
初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ｱｰｽﾌﾚｰｸｶﾗｰ ｱｰｽﾌﾚｰｸｶﾗｰ調合 ◆
調合 ﾊﾟﾝｻｰｸﾘﾔｰ

ﾊﾟﾝｻｰ硬化剤
ｱｰｽﾌﾚｰｸ ◆
ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ

ｼﾝﾅｰおよびﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰは乾燥が遅めのものを
使用し、必要に応じてﾘﾀｰﾀﾞｰを最大30%
混合すること

ｱｰｽﾌﾚｰｸｶﾗｰ ｱｰｽﾌﾚｰｸｶﾗｰ塗装 ◆
塗装

◆
◆

ﾃﾞｻﾞｲﾝ ｱｰｽﾌﾚｰｸｶﾗｰ塗装後、塗膜がｳｪｯﾄな状態のときに ◆
磁気ﾍﾟﾝで模様を書く
塗装面から2～3㎜程度浮かして、塗膜に触れない ◆
ように描く

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分（指触乾燥まで）

ｸﾘﾔｰ調合 ｸﾘﾔｰ調合 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 ｸﾘﾔｰ塗装 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる

◆

9

2液溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄｸﾘﾔｰを使用
すること

11

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
ｸﾘﾔｰ乾燥後、中研ぎを行い、

仕上りが向上
再度ｸﾘﾔｰを塗装することで

10

塗料使用前は十分に攪拌すること
ｸﾘﾔｰは当社自動車補修用

8

塗膜が乾燥する前に模様を
書くこと
被塗物の裏面が使用できる場合、

も可能
裏面から磁石で模様を描くこと

7
塗装回数

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る

2～3回
一度に厚塗りしない
ﾑﾗを作らないようにすること

こと

5

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100
20
20 ﾌﾚｰｸは沈殿しやすいため注意

10～20 すること

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

3

塗料使用前は十分に攪拌すること

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

パンサーカスタム　アースフレークカラー
初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様



ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

乾燥 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

12

13



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ｳﾗﾉｽｶﾗｰ調合 ｳﾗﾉｽｶﾗｰ調合 ◆
ﾊﾟﾝｻｰｸﾘﾔｰ ◆
ﾏﾙﾁｿﾌﾄﾅｰ A
ﾈｵﾌﾗｯﾄﾍﾞｰｽNo.2 ◆

ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ
ｳﾗﾉｽﾊﾟｳﾀﾞｰ

◆
A＋B＝145＋170として混合する ◆

着色する場合は、A+Bの塗料に対して ◆
10%の上塗り塗料を添加可能
上塗り塗料：ﾊｲｱｰﾄCBｴｺ、ﾊｲｱｰﾄNext、

 ｱｸﾛﾍﾞｰｽ、Au21
ｳﾗﾉｽｶﾗｰ塗装 ｳﾗﾉｽｶﾗｰ塗装 ◆

塗装回数は目的の色相になるまで
数回に分けて塗装 ◆

◆
ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分 ◆

すると変色する

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100 調合時にｳﾗﾉｽﾊﾟｳﾀﾞｰを直接

ｳﾗﾉｽｶﾗｰを着色する場合、上塗り
原色を10%以下で混合可能

すること
B

100
70

ﾌｨﾙﾀｰ濾過してから使用すること

35 ｸﾘﾔｰに混合するとﾌﾞﾂになる

7

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
一度に厚塗りしない
ﾑﾗを作らないようにすること

8

ｸﾘﾔｰを塗装するとｽｳｪｰﾄﾞ感が
低下するため塗装しないこと

10 左記のようにAとBを別々に

内部用塗料のため、屋外に使用

混合した物を作成し、それぞれを
混合し、ﾀﾞﾏがなくなるまで攪拌

5

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

3

塗料使用前は十分に攪拌すること

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

パンサーカスタム　ウラノスカラー
初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる ◆
色はﾎﾜｲﾄを塗装する

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ｻﾀｰﾝ調合 ｻﾀｰﾝ調合 ◆
ｻﾀｰﾝｶﾗｰ
ﾊﾟﾝｻｰ硬化剤
ｼﾝﾅｰまたはﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ ◆

ｻﾀｰﾝ塗装 ｻﾀｰﾝ塗装 ◆

◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10分

ｸﾘﾔｰ調合 ｸﾘﾔｰ調合 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 ｸﾘﾔｰ塗装 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

乾燥 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

こと

11

10

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る

12

8

9

塗料使用前は十分に攪拌すること
ｸﾘﾔｰは当社自動車補修用
2液溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄｸﾘﾔｰを使用
すること

7

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
一度に厚塗りしない

塗装回数
2～3回

5

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100
20

0～20％ ﾌｨﾙﾀｰ濾過してから使用すること

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

3

塗料使用前は十分に攪拌すること
下塗りにﾎﾜｲﾄを塗装することで
偏光性能が向上

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

パンサーカスタム　サターンカラー
初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様



№

下地処理 適用下地 ◆
2液ｳﾚﾀﾝﾌﾟﾗｻﾌ、旧塗膜

脱脂作業 溶剤系脱脂剤 ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄ ◆

下塗り調合 塗料調合 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる ◆
色はﾌﾞﾗｯｸを塗装する

下塗り塗装 下塗り塗装 ◆
下塗りは各種塗料に準ずる

◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

ﾌﾟﾙｰﾄ調合 ﾌﾟﾙｰﾄ調合 ◆
ﾌﾟﾙｰﾄｶﾗｰ

ｼﾝﾅｰ希釈不要
◆

ﾌﾟﾙｰﾄ塗装 ﾌﾟﾙｰﾄ塗装 ◆

◆

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×30分 ◆

ｸﾘﾔｰ調合 ｸﾘﾔｰ調合 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる ◆

ｸﾘﾔｰ塗装 ｸﾘﾔｰ塗装 ◆
ｸﾘﾔｰは各種塗料に準ずる

ｾｯﾃｨﾝｸﾞ 23℃×10～30分

乾燥 各種ｸﾘﾔｰに準ずる

11

12

10

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと

下色が少し透ける程度に仕上げ

9

塗料使用前は十分に攪拌すること
ｸﾘﾔｰは当社自動車補修用
2液溶剤系ﾄｯﾌﾟｺｰﾄｸﾘﾔｰを使用
すること

8

以下のｸﾘﾔｰは必要に応じて
塗装すること

ﾌｨﾙﾀｰ濾過してから使用すること

7

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
塗装回数 こと
2～3回

6

重量比 塗料使用前は十分に攪拌すること
100

なるべく薄く塗り重ねること

るとﾒｯｷ調になりやすい

5

ﾒｯｷ感が向上

4

ｺｰﾄ間ｾｯﾃｨﾝｸﾞﾀｲﾑは十分に取る
こと
肌を作らないように平滑に塗装
すること

3

塗料使用前は十分に攪拌すること
下塗りにﾌﾞﾗｯｸを塗装することで

2

ﾜｯｸｽｵﾌﾗｲﾄで油分・粉塵をきれい
に除去する

工程 作業内容 ポイント

1

P600～800ﾍﾟｰﾊﾟｰ
で丁寧に研磨すること

TECHNICAL INFORMATION

パンサーカスタム　プルートカラー
初版：2024/12/16

改訂：　　　　　　　

標準塗装仕様
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